
電話等再診が算定可能な場合の明確化について

（問６）診療継続中の患者が任意に診療を中止し、１月以上経過した後に、慢性疾患等明らか
に同一の疾病について電話等（テレビ画像等による場合も含む）により治療上の意見を求めら
れ、必要な指示が行われた場合であっても、再診料を算定できるか。

（答）再診料を算定できる。

【疑義解釈資料（平成28年11月17日）】

※前回のＷＧでご説明した内容

＜対応案＞

当該保険医療機関で初診を受けた患者について、再診以後、当該患者又はその看護に当
たっている者から電話等により治療上の意見を求められ、必要な指示をしたときは、再診料を
算定できるとされているが、以下のような場合にも再診料を算定できることとする。
①診療継続中の患者が任意に診療を中止し、１月以上経過した後に、同一の疾病について
行われた場合

②Ａ傷病について診療継続中の患者がＢ傷病に罹り、Ｂ傷病について行われた場合
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ICT・AI等を活用した医療・介護のパラダイムシフト（工程表）

2017年度 2018年度
【診療報酬・介護報酬改定】

2019年度 2020年度
【診療報酬改定】

2025年度2021年度
【介護報酬改定】

● AIやIoT等のICTを活用した診療支援や遠隔医療、見守り、ロボット等の技術革新を、医療・介護の枠組み（診療報酬・介護報酬）
の中に、現場や国民がメリットを実感できる形で、十分なエビデンスの下に組み込み

最新のエビデンスや診療データをＡＩで分析し、
最適な診療が受けられる。

個人の健康～医療・介護段階のデータを
医療・介護スタッフ等に共有し、

適切な診療・サポートが受けられる。
個人自らも健康管理に役立てることができる。

産官学が多様な目的で
医療・介護データを活用できる。

●全国規模への拡大

●段階運用

●開発・実装化

●健康・医療・介護の公的デー
タベースの整備・連結●調査・研究

データヘルス時代の質の高い医
療の実現に向けた有識者検討会

医療介護ICT本格稼働
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健康・医療・介護のデータベースの連結

●審査支払機関を『業務集団』から『頭脳集団』に改革
●基盤となるデータプラットフォームの構築

●審査支払機関も保険者も
●それぞれが質の高い医療を実現

データベースの分析により、
「科学的に裏付けられた介護」が受けられる。

※本格稼働後も技術革新に合わせ機能を拡充

●分類の精緻化
●データベース

の構築

●ケア内容の
データベース
試行運用

AIを用いた診療支援

●設計・開発

医療等ID

●全国各地への普及

医療連携ネットワーク

●ケア内容の分類の作成●調査・研究

介護保険総合データベースの抜本的改革

●介護報酬改定において自立支援に
向けたインセンティブ付けの検討

●診療報酬改定においてAIを用いた診療
支援に向けたインセンティブ付けを検討

●診療支援技術の確立

第 ２ 回 未 来 投 資 会 議
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これまでの取組

【遠隔診療の診療報酬上の取扱い】
［医師対医師のケース］
• 遠隔画像診断

• 遠隔病理診断

［医師対患者のケース］
• 電話等（テレビ画像等も含む）による再診
• 心臓ペースメーカー等の遠隔モニタリング

【人工知能（ＡＩ）の研究開発の取組】
平成２８年度より、臨床研究等ＩＣＴ基盤構築研究
事業及び医療のデジタル革命実現プロジェクトにおいて、
Ｘ線や病理診断へのＡＩの応用や、ＡＩを活用した診
療支援システムの開発に関連した研究事業を開始してい
る。

目指すべき在り方

• AIやIoT等のICTを活用した診療支援や遠隔医療等
の技術革新を、診療報酬の中に、現場や国民がメ
リットを実感できる形で、十分なエビデンスの元に
組み込み。

• ＡＩを用いた最新のエビデンスや診療データの解
析により、患者が最適な診療を受けられるシステ
ムを構築。

今後の検討の進め方

【遠隔診療】
• 今後も関係審議会での議論を踏まえ、エビデンスを収集
した上で平成30年度診療報酬改定での対応を検討して
いく。

【ＡＩ】
• ＡＩを用いた診療支援技術を確立し、平成32年度まで
の実装を目指す。

• 平成30年度診療報酬改定において、十分なエビデンスの
元に、AIを用いた診療支援に向けたインセンティブ付けの
検討を行う。

※在宅患者のペースメーカーから送信されたデータを
医師が確認し、指導・管理を行うことが可能。
この場合の指導・管理行為も診療報酬により評価。

在宅患者のペースメー
カーから稼働状況を送信。

医師は医療機関において稼働状況を確
認。状況に応じて必要な指導を行う。

※患者から採取した標本画像等を他医療機関の専従の医師に
送信し、その診断結果を受信した場合も、診断行為を評価。

※CT等により撮影された画像を他医療機関の専門の医師に
送信し、その診断結果を受信した場合も、診断行為を評価。

遠隔診療やＡＩ等の技術革新に係る取組
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第４回未来投資会議構造改革徹底推進会合
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